
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２月 19 日、県職労は、賃金・諸手当

を含む労働条件等の改善、人員の確保な

どを求め、知事あて県本部統一要求書を

菊池人事課長に提出し、2016 春闘をス

タートさせた。この要求書は、昨年 12

月に実施した自治労岩手県本部春闘ア

ンケート結果を反映させた切実な要求

が盛り込まれた要求書となる。民間春闘

のスタートに併せ、自治労県本部に結集

する各単組が統一要求書を一斉に提出し、改善を求めるもの。小野委員長から「諸手当

改善や勤務意欲の確保など、継続課題の解決、そして人員の確保が喫緊の課題。具体的

には県職労独自交渉で回答を求める」と趣旨説明し、菊池人事課長は「要求内容を詳し

く確認させていただき、関係課にも伝え対応を検討する」と回答した。 

給与制度の総合的見直し導入が４月に迫り、現給保障となる組合員を中心に、私たち

を取り巻く環境は一段と厳しくなることが予想される。3 月には独自課題を中心に交渉

を行い、山積する課題の解決に向け粘り強く取り組んでいく。 
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2016春闘スター

ト！方針確立のた

め臨時大会を開催

します。職場課題

の解決に向け県職

労に結集を！ 

県職労ＨＰ ⇒ ht tp : / / iwatekensyoku .or . j p   （ﾕｰｻﾞ ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞをお忘れの方は最寄りの書記局へ） 

菊地人事課長（右）に統一要求書を提出する小野委員長（左） 

～県職労第114回臨時大会～ 

2016春闘方針の確立、組織強化（新採用加入対

策等）、来たる参議院議員選挙等の政治闘争の確

認など、当面の闘争方針確立のため第114回臨時

大会を開催する。代議員をはじめ多くの組合員の

結集をお願いする。 

 と き：２月２７日（土） 13：00～ 

           （終了目途：16：30） 

 ところ：自治労県本部 ２階大会議室 
人事課長に職場の状況を訴える小野委員長 



 

 

 

 

 

 

 

 

今、安倍自公政権は大企業優遇の経済政策や、「戦争できる国づくり」に向

けた法整備を強行するなど、暴走を続けている。これに歯止めをかけ、平和憲

法を護り、民主的な政治を私たちの手に取り戻すためにも、前哨戦となる大船

渡市議選、そして国会情勢を揺るがす参議院議員選挙は何としても議席を死守

しなければならない。そのため、次のとおり候補予定者の推薦を決定した。 

【大船渡市議会議員選挙】（4月17日告示、4月24日投開票） 

「平田ミイ子」（現職・通算６期（61歳））さんは県職労組織内議員として生活

者の視点での男女共同参画・女性が活躍する市政、平和で格差のない社会づく

りなど、働く者が主役の地方自治確立に向けた取り組みを政策とする。 

【参議院議員選挙（全国比例区）】（6月～7月に予定） 

「吉田ただとも」（現職・１期（59歳））さんは、自治労大分県職労出身。６年

前の参議選（比例区）で初当選。現在は社民党党首として平和憲法を護り、貧

困・格差の解消、脱原発など「平和と共生のくにづくり」を政策に掲げる。 

２人の当選に向け、組合員はもとより、家族・友人への支持拡大の取り組み

をお願いする。 

 

 

 

 ２月17日、胆江、花巻、北上、一関の各支部は、４年目となる

４支部合同要求書の提出・県南広域振興局長交渉を実施した。秋

に行ったアンケート結果を基に「広域振興局体制での人員体制確

保」等の切実な要求を７項目の独自要求としてまとめた。交渉で

堀江県南広域振興局長からは「組合からの要求に応じることが県

民サービスの向上につながるものと認識している」とし、要求内

容の具体的な検討と県庁所管課等へ上申するとの回答を引き出し

た（要求事項への回答は３月10日予定）。各職場でも切実な要望を

積み上げ、具体的な職場要求を追求しよう。 

 

 

 当局は２月18日、一般職員の給与改定を2月議会に提案したことを踏まえ、臨時・非常勤職員の賃金

改定の概要を示した（詳細は当局公表事務連絡（職員デスクネッツ上に掲載）を参照）。この改定は、

組合員はもとより多くの臨時・非常勤職員が県職労の確定闘争（署名行動等）に結集した成果と言える。

一人ひとりの取り組みが確実な成果につながっています。引き続き取り組みへの結集をお願いします。 

平田ミイ子さん 

吉田ただともさん 

四支部を代表して堀江県南局長（左）へ要

求書を手交する佐藤胆江支部長（右） 


